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［選択とマスク］は選択系のツールで選択範囲を作成
したあとに利用します。ここでは❶のような選択範囲
を作成したのち、オプションバーで［選択とマスク］
をクリックします❷。

❶

❷

STEP

1

［選択とマスク］ワークスペースに
変わり、専用のツールパネル❸、オ
プションバー❹、［属性］パネル❺
が表示されます。ツールパネルは手
動での選択範囲の微調整、オプショ
ンバーはツールのオプション設定を
行います。［属性］パネルでは、［表
示モード］❻の変更、［エッジの検出］
❼、境界線の微調整をする［グロー
バル調整］や、最終的にどのような
形で出力するかの［出力設定］❽な
どがあります。
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ここでは表示を拡大し、［白地］で作業をします。［エッジの検出］の［半径］❾のスライダーを調整すると境
界の様子が変わります�。この場合、なるべく毛並みがきれいに切り抜かれるよう調整します。［スマート半径］
�にチェックを入れると効果的な場合もあります。

STEP

3

❿

❾�

NO.

VER.

CC / CS6 / CS5 / CS4 / CS3

動物や人物の毛並みなどを高精度に切り抜けるのが［選択と
マスク］です。CC 2 0 1 5.5 から、それまでの［境界線を調整］
が［選択とマスク］として刷新されました。

［選択とマスク］で
精密な切り抜きを行う070 
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最後に［出力設定］をします。こ
こでは［不要なカラーの除去］⓲
にチェックを入れ、［新規レイヤー

（レイヤーマスクあり）］⓳を選んで
［OK］をクリックしました。これに

より、境界の調整が行われた選択範
囲がレイヤーマスク付きの新規レイ
ヤーとして作成されます⓴。最終的
には㉑のようになります。

⓳

�

�

毛並みをさらにきれいに仕上げていきます。ツールパ
ネルから［境界線調整ブラシ］ツール を選び�、
オプションバーで［＋］マークの［検出領域を拡大］
を選び⓭、直径を指定します⓮。このツールで毛並み
の部分をドラッグする⓯と、隠れていた毛並みが現れ
てきます。この要領で境界線全体をドラッグします。
境界の外側が現れた場合はオプションバーで［ー］の

［元のエッジに戻す］を選んでその部分をドラッグし
ます。 �

⓯
�

⓭ �

必要に応じて［グローバル調整］⓰
も行います。境界が直線的か、細か
く入り組んでいるかなどに応じて、

［滑らかに］［ぼかし］［コントラスト］
を調整します。また［エッジをシフ
ト］の値をマイナスにすると境界部
分のゴミが残りにくくなります。毛
並みが高精度で切り抜かれました
⓱。

⓰ ⓱

⓲

	 被写体の形で選択範囲にする
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